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Technica1and　Sci㎝tific　Writingと
　　　　　　これからの英語教育
篠　田　義　明
　『早稲固大学商学部90年史』に目を通すと，明治37－40年（工904－19C7）の
学科課程表に「商業文（英文）」「工業要論」「商工経済」「機械工学」という科
目が収録されていることに気付く。すでに明治時代から商業と工業の関係は密
だったとみてよいだろう。
　20世紀半ばを過ぎると，この関係は更に密になった。商と工が車の両輸と
なって一国の繋栄に貢献する時代になったのである。理工系の研究者が開発し
たハードやソフトを商科系のビジネスマンが英語で世界市場に橋漢しをし，世
界議国と共存莱栄を図ろうと努力をしないと，企業自体が生き残れない時代に
なったのであるo
　20世紀末になると，機械化が更に進み，理工系の人も英語を駆使する場が否
応なしに広がってきた。今までにも増して英語の運用能力が必要になったので
ある・これに拍車をかけたのがE㎎1ish　as　an　i口tematio皿a／玉ang蝸ge（E工L）と
かEn型ish　aS　a　glob山抑馴age（EGL）という言葉である。殆どの企業が理工
系の研究者が闘発した知的生産物を使って世界市場を相手にビジネスを始めざ
るを得なくなった。これがヨコミュニケーションの遭具としてTech皿ica1狐d
§cieu舳c　Writing（TSW）の研究が誕生した所以である。
　n時代が到来すると，科学工莱分野では」層明確な英文書が以前にも増し
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て必要になってきた。1．2．1日本企業で作成される英文書類の項から分かる
ように多種多様な英文書が外国と行き交っている現状である。企業や研究者に
とって英語の運用能力が現在ほど求められている時代はなかったであろう。現
在では，商科系の人が理工系の仕事の橋渡しをするというように悠長に構えて
いては世の申から置いてきぼりを食う羽目に陥る。理工系を卒業して企業で働
いている人カ嘆語を駆使する必要に迫られているし，逆に，商科系の卒業生が
科学技術分野の仕事を余儀なくされているのである。
　このような現状にありながら，日本企業は世界市場を相手にスムースなコ
ミュニケ］ションを展開しているであろうか。残念なことに，海外の会社へ文
書や手紙を出しても返事が来なかったり，欧米の学会へ送った論文が受理され
なかったり，製品を説明したマニュアルが不備で提訴されたりで，起死回生の
策を講じなければ，国際市場を相手に円滑なコミュニケーションができない状
態にあ孔これらの問題に答えるために，Business　and　Technica1Writingと
いう研究領域が誕生したのである。この領域は極めて広範囲に渡るので，本稿
では紙面の都合でTechnica1and　Scien舳c　Writi㎎（TSW）を中心とする、ま
ず，TSWを概観し，TSWに対する日本企業からの要望，Genera1English
（GE）との相違，writersとreadersとの関係，TSWに必須と思える要素へと論
を進め，最後にTitle：Subject　li皿eの効果的な書き方，Abstract；Summaryの
纏め方を述べる。ESP教育の一助になれば幸いである。
1，TSWの起源から現在までの概観
　TSWの起源は人類の起源へと遡ることができる。水牛狩の技巧について洞
窟に描かれた壁画が現在でもフランスやスペインに見られるそうである
（Weis㎜an，4）。アッカド人やバピロニア人が書いた初期の模形文字の碑文も
TSWといえる。古代バビロニア人は夫文学や数学についての記録を残してい
る。New　York　Metropolitan　Museumには2000B．α頃のビールの醸造法を書
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いた粘土製のタブレットが保管されているが，こ牝もTSWの一例といえる
（Moran・ndJ⑪・met，88）。
　文芸復興後，科学技術の進歩は歴然としたものがあったが，効果的な利用面
は蔑ろにされ，専ら文芸が申心だった。1760年ごろからユ9世紀初頭にかけて起
こった産業革命は，複雑な道具や機械類の開発を促し，その機械工程を説明し
なければならなかったため，TSWの研究が必要に追られた（She1ton，2）。
　第二次世界大戦を挟んで，文芸中心の時代から科学技術中心の時代へと，塞
き止めることの出来ない急流のごとく，われわれを引き入れてしまったのであ
る。
　Dur…㎎World　W鮒II，however，the　deve1op皿ent　of　adv狐ced狐d　sophisticat－
ed　weaPo皿§　wi亡h　elaborate　electrica1　and　hydraulic　§ystems　made　effective，
read凱b1e　instruct｛o皿m貧nua1s皿10re　neQessa工y。一　Ja肌es　H，She1to皿：H⑭〃ろoo為ノ加
伽肋伽1W棚概2，
　電力や水力を利用して複雑で精巧な武器が製造されるようになり，分かり易
い説明書が必要になった。これがTSWの必要性に拍車をかけたといえよう。
　第二次世界大戦が終わると，複雑なハイテク製品が日常生活に入り込んでき
たため，科学技術の進歩の緒果を専門家以外の人に伝える必要が生じた。ここ
でプロのteCbniCa1Writerが出現したといわれている。
　The　tem（technic剋witer）first　c測皿e　into　use　after　the　Seco皿d　World　War，
At　that　ti皿e，theぜtエピtechnie却writer！was　being　used　to　describeρeop1e　with翌
tech砒a1b乳ckgrou皿dwho§e肌ai皿fu皿ction欄st◎Pres飢t雌resu1t§oftechni剣
progress　to　nonぺech皿ical　peopIe，←　Maurice　GgIdS聰／工th：0⑭犯召γ＄　｛拠　τをζん㎎o勿9ツ，
ユ2ユ
　しかし何といってもコンピューター葦命が現代のTSWの研究を必須にした
のである。この辺のことをJa皿es乱She1亡㎝は次のように書いている。
　　we　are皿ooded　with　techni峨1i皿釦r皿地9皿，fro皿the9双鵬r皿狐畝1§tbat
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describe　our　computerized　automodYe　dashboards　to　the　instruct－ons　for　booting
up　our　persona1computers。一泓α棚凸oo唐プ伽丁2σ尻例なσf　Wガ向例＆2■
1．1米国・英国の現状
　米国ではTechnicaI　WritingあるいはTechnica1Commmicationの科目を設
置している大学が200以上もある。英国でもユ0以上ある。University　of　Wash－
1ngt㎝はTech皿icauapaneseのコースを設置し，学位まで出している。科学
技術や商業では世界をリードしていると自負している日本では皆無の現状．であ
る。
　米国ではTSWに関違した学会や協会も多い・次に，主なものを挙げる。
　American　Medical　Writers　Association（AMWA）
　American　Society　of　IIldexers（ASI）
　A皿erican　Society　for　Information　Science（ASIS）
　American　Trans1乱tors　Association（ATA）
　Association　for　Business　Communication（ABC）
　Association｛or　Business　Language　Education（A－B，LE．）
　Association｛or　Educationa1Communications　and　Technolo駆（AECT）
　Association｛or　Women　in　Commmications（AWC）
　Associati㎝of　Teachers　of　TechnicaI　Writing（ATTW）
　Council　for　Programs　i血Technica1and　Scientific　Co血㎜unication（CPTSC）
　Council　of　Biology　Editors（CBE）
　Graphic　Communication　Association（GCA）
　Information　Techno1o駆Co㎜municators　Association（ITCA）
　Institute　of　Electrica工and　Electronics　EngineerよProfessio血al　Com皿u㎡catiOn
　　Society（IEEE／PCS）
　Intemational　Association　of　Audiovisua1Communicatio血s（IAAC）
　International　Association　of　Business　Communications（IABC）
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　I皿ternat｛o凪al　Cou皿cil　for　Technica1Co㎜munications（INTECOM）
　Intemational　Interacti“e　Co㎜munications　Society（IICS）
　I口ternational　Society　for　Technical　I11ustrators（ISTI）
　National　Association　of　Gover卿エ／ent　Com㎜1micators（NAGC）
　Nationa1Council　of　Teachers　of　English（NCTE）
　S◎ciety　for　Technical　Communic劃tion（STC）
1．2　目本の現状
　日本では，TSWで学位を串している大学はないばかりか，真のTSWをカ
リキュラムに組んでいる大学も殆どないρ心細い現状だが，これは理工系の大
学で，この分野の重要性に気付かないで，専ら学校文法や訳読や英会語，つま
り夏目漱石が言う「変則英語」の指導に傾倒しているからであろう。
　この分野の協会では日本能率協会からの依頼で筆者が設立した日本〕二業英語
協会（！980）が古い。当時の早稲田大学総長，清水司先生に会長をお顧いし，
前途洋々たる出発だったが，「ミシガン大学の協力を得る」との設立■時の取り
決めに協会の担当者が背いたため，筆者は常任理事の役職を辞し，譲立2年に
して脱会した。そして！983年にミシガン大学と東京外国語センターの依頼によ
り，日本テクニカル　ロミュニケーション協会を設立し，現在に及んでいる。
1986年には早稲田大学とミシガン大学との協力でTechniωE㎎1ish　Proficien－
cy　Test（丁囲Test）を全国規模で開始した。この検定試験の出題形式は○×式
でも五択間題でもなく，書いて発信する英語能カのレベルを測定するもので合
否で判定される。ユ級から4級まであり，全国規模で年2回実施されている。
　日刺こは，上の二つの協会のほかに，STCの日本支部と，目本テクニカル
コミュニケーターなどがある。
1．2．1目本企業で作成される英文書類
　日本の企業でどのような英文書類が作成されて，諸外国に送られているかを
見るのも，TSWをこれから指導したり，研究したりする指針になると思われ
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るので次に紹介する。以下は一流企業一社だけからのデータである。
　　●各種報告書　　　●技術惰報交換　　　●提案書　　　●技術論文
　　●依頼状　　　　　●仕様書　　　　　　●マニュアル　●契約書
　　●作業要領書　　　●図面の説明　　　　●議事録　　　●進捗確認書
　　●海外特許の要約　●苦情の回答　　　　●海外社貝へに業務違絡
　　●巽常発生時の海外からの問合わせの回答
　　●海外の研究機関との文書のやり取り
　　●海外からの製晶性能の問合わせの回答
　　●海外拠点へ生産状況の報告
　　●各種ビジネスレター
1．2．2　目本の企業人のTSWへの要望
　次に，実際に英語を使ってビジネスをしている企業人が困っている点や学校
の英語教育に要望している事項を紹介する。以下は日本の一流企業数社から
とったアンケートの結果を纏めたものである。
　　●相手に誤解を与えることが多いため誤解を与えない表現力
　　●正しい表現法　　　　　●分かり易い英文を書くコツ
　　●適切な表現を使いたい。●失礼な英語を避けたい
　　●手紙のルール・基本的なフォーマットやスタイルを知りたい
　　●正しい感情表現　　　　●相手が嫌がる単語の見分け方
　　●文化・習慣の違い　　　●論理的な文章構成法
　　●米国のPL法に対応した書き方　　　　●適切な単語の選び方
　　●助動詞の正しい選び方　●前置詞の正しい選び方　●冠詞の用法
　これらの項目を念頭に置いた大学教育が必要であることは言うまでもない。
しかし，このアンケートを見て残念なことは，Title　fomationやSubject　line
formation，Su1nmaryやAbstract，Paragraph　organizationのようなTSWに
とって，もっとも大切な要素についての要望がまったくないことである。これ
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は，これらについて日本の学校で全く教えていないのでアンケ←トの対象者も
気付かないからであろう。
　日本人はこのアンケートあように文法とか細かい点に神経を使い遇ぎるた
め，日本人の多くを指導してきたミシガン大学のJ．C．Mathes教授は「日本
人は文書を作成するときに，文法ばかりに気を取られて文書の骨組みを考えな
い。これは，家を建てるときに，家の枠組みを造らないで，まずカーテンや家
具のような小物を買うのと同じだ。これでは家は建たないρ英文書を作成する
ときも同じで，日本人はコミュニケートしない文書を書いている」と指摘して
いるρこのアンケートの緕果はMathes教授の指摘を証明しているといえよ
う。
2，Genera1English　vs．ESP
　ここで，学校英語の中心となっているGe鵬・刻E㎎1ish（GE）とTSWを含む
実社会で用いるSpe幽1Purpose　E㎎1ユ・h（SPE）との相違に目を向けてみよう。
SPEとは筆者がユ978年に書いた論文で用いた英語だが，その後，Joh皿Swales
とその研究者たちがE㎎lish　fo・Spe・ific　Purposes（ESlP）という英語を使用し
始め，現在はこの語が主流をなしている。
　GEとESPの関係は次ぺ←ジの図の通りだが，夏目漱石は明治34年1月ユ8目
の日記で，
　「，，、然シ目本人ノ英語ハ大体二於テ頗ルマズシ，調子ガノラヌ変貝聰流ナ
リ，折角の学問見識モ是ガ為二滅茶々冷二見ラル・ナリ，残念ノ事一ナリ，字ノ
下手ナモノガ下品二見ユルガ如シ」一一勘g1鋤一伽晦ω戯批棚伽，3，
と員本の英語教育を嘆いているが，このGE領域の英語を指しているといえよ
う。ユoo数年過ぎた平成の時代でも日本の英語教育は「意味の通じぬ変則英
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語」に傾倒していないだろうか。
　次の図でGEのLakeの中にいるfish，つまり，学校での学習者は，Ocean
という荒海に出ようと焦っても，このLakeから出られない現状にある。
Oceanへ出るように誘う教師が殆どいないのである。このLakeは，実社会で
は縁の遠い分野のreadi㎎、1isteni㎎，speaki㎎，gram㎜ar，syntax，essay，htera－
tureなどを主流に教育する領域である。実社会やビジネスや科学技術の研究
で使わない英語を指導する領域であるから「ままごと英語」といっては言い過
ぎだろうか。この領域での学習者は，英語の能力を○×で測定されるという悲
惨な事態にさらされている。テープレコ』ダ」を使って質問された問題を，ほ
とんど勘によりO×で解答している。また，5択問題の試験形態では英語の4
技能のうちliStening力は辛うじて判断できるだろうが，もっと大切な他の技
能，つまりreading，w・iting，speaki㎎，modemrhetoricの力は判断できず，全
／眺（GE）
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図1　Genera1English（GE）vs．EnglishforSpecificPurposes（ESP）
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く偶然の答しか期待できない。テ←プも聞き返すことができないので、1i§一
teni㎎の能力も正しくは判断できないといえよう。頭を使って解答する方式の
試験を取り入れないと，益々，考えようとしない人間を造ってしまうのであ
る。学生のみならず社会人までもこの種の試験を強要されているので，英語教
育にとって悲惨な状態にある。
　大学においても「今の学生は英語の基礎がない，基礎がない」と吹聴して，
Lakeの世界にだけ留まって教育をしていたのでは，使える英語の教育を怠っ
ていると非難されても仕方があるまい。
　図ユで，GEのfishがOcean，つまりESPの世界に入ると，Busi鵬ss－E㎎i－
neeri㎎AreaかAcademic　Areaかのいずれかの領域に入らなければならな
い。前者は実杜会で使う英語であり，後者は研究者が使う英語である。前者の
中のI皿dustrial　docu瓜entsはSp㏄雌cations，Contract§，Proposals，C塾ta1ogues，
Manuals，工nstructio皿sなどから構成さ牝る。Acade皿ic　AreaのResearch」Paper
（RP）にはThesisやDisserta‡i㎝などが含ま牝る。Pres即tationの構成要素の研
究もここに包含される。
　GEの世界では点数で評価されるが，ESPの世界では点数ではなくレベルで
評価される。つまり，GEの世界では英文の内容に多少の誤りがあっても文法
や構文が正しければよいが，ESPの世界では文法や構文の誤りは，ある程度
は許されても内容や単語の誤りは許されない。この世界の英語は内容や単語の
ミスはユ語たりとて誤っては生命を左右するといっても過言ではない。
　このESPの世界もE㎎lish　for　Business凱nd　E皿gi膿ri㎎PΨp◎ses（EBEP）
とE㎎lish　fbr　Acade㎜ic　Pu・poses（EAP）に大別できる。そして，この世界こ
そ実社会で使われる英語である。こ牝を蔑ろにしては使える英語は一向に身に
付かない。
2，1ESPの目的と効用
　われわれの書＜英文が，いかに上品であっても，いかに文法上正確であって
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も，TSWのルールに則っていなければ欧米の読み手は無視するだろう。日本
はreaderls　responsibi肚yだが，欧米では日本と違ってwriter’s　responsibil－
ityだからである。ESPの世界では，書くということは，文書を通して仕事を
して貰うことであり壬」終わった仕事に文書で応答することである。その目的は
記録する（to　record）ことであり，情報を伝える（to　inform）ことであり，読
み手を説得する（to　persuade）することである。
　記録する文書を作成するときは，実験結果や天気図や保証書のような記録を
主体とする文書が中心のため，事実や事象をできる限り正確に書き，正しい定
義をしなけれぱならない。ViS．a1な要素を努めて導入し，言葉よりも数値を多
く使う。数値は正確でなければならず，数値ミスは許されない。専門家を対象
にする書き方をするのが普通である。
　情報伝達の文書を作成するときは，書き手にとって既知の情報を読み手に理
解して貰いたいためなので，読み手に合わせたデータとスタイルを選ぶ。天気
図を例にとると，寒冷前線や台風の申心や記録的な温度というような事柄を読
み手が理解できるような書き方をする。尊門家が書き，素人が読むのが普通で
ある。
　説得する文書を作成するときは，書き手の要望を読み手に遂行して貰いたい
書き方をするので，重要な事実は本当に重要であるように書く。つまり相手を
納得させるために，相手にとづて重要と思えるデータを用いなければならな
い。専門家を対象にする書き方をするのが普通である。これらのpattemにつ
いては4．2．8Ten　Mode1s　of　Frequently　used　Pa廿emsで説明する。
2．2．TSWの舳itersとAud；encesの関係
　欧米でTSWの講義を受けると，先生は「読む対象（audience）を考えて書
け，読む対象を考えて書け」と口煩い。欧米の大学ではteC㎞iCal　dOCumentS
を作成するときは絶えず読み手を考え，info．mlかfo．ma1かを念頭にして書
き分けることを指導しているむ対象というとTSWでは事象が相手であると考
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えがちだが，実際は人問が対象なのである。したがって，人闘がどのように科
学技術に関係しているかを考えなければならない。誰が，なぜ，どのように読
むかを絶えず考える必要がある。読む対象に合わせないと折角書いた英語も無
駄になる。
　Hal1idayらロンドン学派は，ある内容が送信者から受信者に正確に伝達され
るためには，その場に適切な言語使用域（Register）が必要不可欠であり，こ
れは両者の関係，両者の置かれている状態，媒体の種類，形式上の違いに左右
される，と主張している。
　われわれも読む対象によって適切なことばやスタイルを選ばなければならな
いが，日本から海外へ出る英文書の殆どがこれらを無視しているといえよう。
日本人が英語を書くとき，読む対象を全く無視して，英文法に間違いがなけれ
ばよい，と考えているようだ。しかし，研究論文の英語も，プレゼンテーショ
ンの英語も，科学雑誌に投稿する英語も，実験を説明した英語も，マニュァル
の英語も，インストラクションの英語も，それぞれ英語のレベルやスタイルが
異なる。この事象を無視して書くと読み手は混乱する。
　以上から図1を見ると，writerとaudienceの関係，およびESP分野の英語
の特徴に触れねばならないことを示唆している。次に，その関係を表にしてみ
よう。
　　　　　　　　表1　TSWのおけるwitersとaudiencesの関係
　　　　　　　I皿form1　　　　　　　　　　　Fo㎜刮1
互rech1ユical　JOurIla1s　（e玉perts　to　exp巴rts．di　ff筍r＿
　　帥e・p筍rt・，O・皿9・一甑Pe・㎏）
Technica1Marketiコlg｛e互per㎏to甑perお．dif－
　　f邊・虐・t・・p・・t・，。・皿阯・・p眺〕
Catalogues（experおto賦perts　or　non一蹴P町虜〕
M目口ual（・蝋鵡帥・・一e丞pe・t・）
h飲uCti㎝S（e蝋他t”阯巴互p飾）
Memorandum；Letters；臥majl（experts　to賦一
　　P蔓胸O・皿。皿珊pe・tS）
Specif cations（experts　to　exPer鴫）
ProPosaIs（experおto　exp町嶋）
Technical　artic工es（e抑筍rおto　exper峻or　d1仁
　　fe・・ut・・p・・亡s）
TeCh皿i賦1reporポe酬・t帥d雌卿te丞Pe応
　　o・皿o・一脚e鵡〕
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　この表からfoma1Englishかinformal　E㎎lishかの問題を考えなければな
らない。研究論文は科学雑誌とは書き方もスタイルもToneもFomatも著し
く異なるのである。
　以上のほかに，現代では，discriIninatory　la㎎uageにも注意しなければなら
ない。迂闘に用いた単語や表現から法的手段で告訴されるケースが出現してい
る。これを回避するには，この分野の参考書やタブー語などを明記している最
新の英和辞典や英英辞典で調べることを勧める。
3．TSWに必携要素
　誤解の介入する余地が絶対にあってはならない科学技術分野の英語は事実を
公平，明解，正確，かつ独創的，客観的態度で述べなければならない。Uni－
versity　of　MichiganのW．且Britton教授は「TSWの英語は合図のらっぱ
（b㎎leca11）のようなものだ。ラッパの合い図で全員が聞違いなく起床，食
事，消燈なとの行動をする。文学書やエッセイの英語はシンホニー（sympho－
ny）のようなもので，場所，聞き手，聞くとき，指揮者により，いろいろ変
化した内容を伝達する」といっている。TSWにはロマンチシズムとかリァリ
ズムというような考え方は存在しない。誰が，どのような状態で読んでも全く
同じ内容を正確に伝えなければならない。したがって交通標識に楡えることが
できる。
　読む人によって異なった内容を伝達したのでは，製品を作ることも，製晶を
正しく作動させることも，使うこともできない。説明が不明確で実験が正しく
できないと，生命をも左右しかねないのである。事実を明確に述べることに専
念し，データとその適用範囲を守り，注意事項は礒魔せずに明記しなければな
らない。説明書の一部，カタログの一部，広告などでは誇張が重要な要素とな
ることがあるが，この他の文書では，誇張はしばしば誤解を与えるので，絶対
に避けねばならない。また，感情に走ってもならない。
　586
　　　　　　　Technlca1盆ndSdeo鮒icWriti皿9とこれからの英語教育　　　　　　　　115
　TSWの研究には専門分野の若干の知識のほかに，用語の選択，正しい論理
構成，伝達文法について基本となるルールを身に付けておく必要がある。次の
3要素が必携である。
　　1－　Vocabu1ary
　　2，　Modern　Rhetoric
　　3．　Grammar
　この一つを欠いても効果的なコミュニケーションは期待できないが，特に
V㏄abularyの選択が大切である。この選択を誤っては，ほかの二つがルール
に則っていても読み手に正確に伝達できない。
　ここでいうModem　RhetoricとはClassicalRhetoricと区別をするための名
称である。Classica1Rheto・icは，元来，ある言葉を発することにより内容を
明細に説く雄弁術だった。優れた雄弁家になるための必須の技芸だったのであ
る。言語の撲能を実用的，美学的に追求する学間ともいえる。これらのClas－
sica1Rhet。。icは暖昧な表現を生み胸すので科学技術文には向かない。IT時代
には明確な文章荷が必要とされているので，C1assical　Rhetoricと区別して，
この文章術をModern　Rhetoricと呼んでいる。Mode・n　Rhetoricとは科学技術
文におけるデータの配列順序，文構成，段落構成の論理的な考え方をいう。そ
して，比瞼，直職，隠職，誤職とか，隠職や擬人法などのような「美学的」表
現上のアヤを研究の対象としていない。Modem　Rheto・icを無視したのでは，
これまた効果的なコミュニケーションは期待できない。
　効果的なロミュニケーシヨンにはGr狐肌arも大切な要素である。ここでい
うG・am卿afとは学校文法（P・eser軸ve　G・amm砿）ではなく，伝達文法
（Cgmm皿icative　Gr狐m弧）を指す。
　この3著の関係は大切なので次表にまとめる。
　工C，M池es教授の先の指摘に逆らうつもりは毛頭ないが，日本人にとって
Vgcab辿1aryもGr狐卿・もModern　Rhet◎ricも大切である。しかし，大方の目
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　　　表2　明確なTSWが求めるVocabu1ary，Rhetoric，Graln皿arの関係
yocabulary Rhetoric
9ood　　　　　　　　　　　　　　good
good　　　　　　　　　　　　　　good
good　　　　　　　　　　　　　pOOr
poo「
Grammar Eva1uation
good　　　　　　　　OK
poo「
good
蜘od　　　　　　　good
pOo「　　　　　　　　　　　　poOr
poor　　　　　　　　　　　　　gOod
good　　　　　　　　　　　　　　poor
pOo「　　　　　　　　　　　　poor
Noteffeoti叩e
NOte雌Ctiマe
NO
9ood　　　　　　　　　NO
poor　　　　　　　NO
poor　　　　　　　　NO
poor　　　　　　　　NO
本人はこれに気付いていないといえよう・
4．TSWにおける日本人Writersの問題点
　40年以上に亘って学校，ビジネス界，研究所，官公庁でTSWを指導した
り，これらの人々が書いた英文を添削したりしてきて気付いたことは，日本人
は英文を書くときにVocabulary，Modern　Rhetoric，Com皿micative　Gra肌mar，
Title；Subject1ineやAbstrac七Summa・yについて注意すべき点の指導を学校
でも，企業でも受けていないことである。したがって何年たっても読み手が理
解できる英文を書くごとは不可能である。
4．1Vocabu1ary　in　TSW
　科学技術分野の単語は主として次のように分類できる。
　　　　　　　　fmction　words
　　Vocabulary　　　　　　　　　　basic　general　words
　　　　　　　　co皿tent　words　semi－technica1terms
　　　　　　　　　　　　　　　technical　terms
　ここでいうfunCtion　Wo．dSとは，通常は単独では文節を構成できない語，
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つまり，au汕ary　ve・bs，articles，p・epositions，relative　pron◎口nsなどを指す。
content　wordsとは，ある意味内容を一語で表わす語である。この中に，basic
gene・al　wordsとsemi－tech・ical　temsとtechnical　te・msが包含される。
　baSic　general　W⑪・dsとは，日本では中学，高校，大学のいわゆる一般教養
の授業で身につけた語（句）である。目本の英語学習者は，この世界だけに閉
じ込めら九ていて，同じことばかり何度も繰り返して指導されているのでこの
分野の単語力は抜群である。しかし運用力が付いていないのである。TOEIC
やTOEFLはこの世界なので，たとえこの試験で満点であっても英語で書くこ
とも，話すこともできない。つまり，この世界だけの単語力ではビジネス界や
研究所や官公庁では英語で仕事ができない。
　Semi－teChniCal　temSとは，使われ始めたときは専門家だけに限られていた
用語が、やがて科学技術の進歩で日常生活でも使われ始め，この語を使わない
と教養の程皮が疑わ牝たり，コミュニケーションがスムースに進まない語
（句）をいう。Car　navigation　sySte皿，Ce1lu1且・ph㎝e，reactiOn，transisto・など
枚挙にいとまがない。動詞，形容詞，副詞，普通名詞，ph・asa1・erbなどが考
えられ，to　changeの代わりにto　co岬ert畳aboutの代わりにapproxiInate、
ωlyの代わりにsufficient1y，wayや卿ethodの代わりにmethod◎1o駆というよ
うに綴り字の長い単語とか皇to　fi皿d凱・answer　ofやto　get　rid　ofやto　make
no伽ng　ofのようなphr㈹1veτbsを，それぞれto　so1ve，to　diminate，to
igno．eというようにsolidve．bsに置き換える傾向が強い。
　teCh卿Ca1値mSは人間の名前に職えることができる。ひとたび決められる
と半永久的に存続するものである。もろもろの部品の規格の国際化と同様，科
学技術分野の英語の専門用語は，これを用いなければスムースなコミュニケー
ションが不可能である。専門家は自分の属する領域の専門用語は絶対に身につ
けなければならない。たとえば，a　te1ephone猟hi曲operatesusing噸dio§ig一
鵬1s　a皿d　can　be　freely　mQyed　fro皿one　p1ace　to狐other　a皿d　used　i皿c鉗sユ依ain§、
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etc一とは何を指すか，と聞かれても戸惑うだけである。これをcel1u1a．phone
（英ではce1l　ph㎝e）と最初から明記してくれれば，即座に理解できよう。
4．1．10ne　Meaning　in　One　Word
　科学技術の分野ではa　choice　of　wordが極めて大切である。i曲r血al
wordsよりformal　wordsを使えとか，longer　wordsより　shorter　wordsを使
えなどと主張する欧米の専門家がいるが，これらの進言ばかりに気を囚われな
いで，明確な語，つまり，誰にも誤解を与えない語を使うべきである。この考
え方を私はOneword／onemeaningのルールという。
　学生やビジネスマンや研究者に「工場」を英語で言わせると殆どがfaCtOry
と答える。自社の工場をp1antといっているのでp1antという単語を知ってい
るのにもかかわらず，こういう状態である。これは「工場」＝faCtoryという
思い込み（be1ief）からであろう。factoryはgenera1basic　wordである。した
がって「工場」＝factoryという思い込みからであろう。factoryはgeneral　ba－
sic　wordである。したがって「工場」Efactoryでは，この他にいろいろな工
場があることを無視していることになる。図2で同義語を示したが，この他に
refi血eryやdistilleryなどもある。
　SHlPYARD　　　　　　POTr’ERY　　　　WlNERY　　　　　　　BREWERY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝、㌔　　　　 　　　　　 ／・・1・・仰∵二＼．　！二＿燃
　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＝OnWO『kS
　c0NFEcTl0NARY←＿　　　r＾CfORY　　　　　　　：1：舳舳』
。。K。。Y！　　　　　　　　＼　’＼㍉1。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　。。π豊畠mili　　　　　。　　　　　　＼　　1：；l1鵯I・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　etc　以BORATORY　　　　SHOP　　　　　PLANT　　　　　　MANUFACTORY
　　　　　　　　　　　　　　pow・rPla耐　　　　　？　　　　　　　　　　　　　　oh芭mlcaip！ant
　　　　　　　　　　　　　　自utomobi」e　P1固nt
　　　　　　　　　　　　　　etC
　　　図2　ManywordsinEnglishtodescrlbediifere口taspec於offactory
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　0ne　word／one　meaningのもう一つの考え方として，暖珠な語から明確な語
（core　word）へと絞って行く方法がある。
　エh奴e　bo㎎ht　a　vehicle．と言ったのでは，愛味なので，相手はWhat　kind　o｛
vehicledoyoumean？と聞いてくるだろう。AutomObile。と答えても、まだ暖味
なのでWhat　kind　of　auto皿obile　do　you　mean？と聞いてくるだろう。Passen－
ger　ca・と答えても，まだ慶昧なのでWhat　kind　of　passenger　car　do　you
皿ean？と聞いてくるに違いない。したがって最初から，I　have　bo㎎ht　a2001
Mer㎝ry　Sable　Wag㎝．と言えば相手にも即座に理解できたのである。却座
に，明確に，相手に伝達するには，このCo・e　WCrd方式を利用することを勧
める。
　次の図3から分かるように，vehic1e→a皿tomobi1e→passenger　car→Ford；GM；
Toyota；Chrys1er≡Honda；etc，→seda11；coupe；wagc皿→200ユ　Mercury　Sable
Waggnの順に明確になる。つまり（N6）→（N5）→（N4）吋（N3）→（N2）→（Nユ）の順に
C⑪reWOrdになっているO
　　　／
図3
veh1d豊　　　　　　　　　　　　　　　（N6）
昂㈹mob松削ck　　　　　　（N5）
p刮s鮒口g筍r　cor　　　　　　　　　　　　〔N4）
Fgrd；（｝M；Toyot重，Cb巧蔓1eT，肋曲；蜘．｛N3）
・幽皿；cou鵬wg㎝　　　　　（N2）
2001M帆町yS邊b！eW郷口1co爬word）
　　　　　　　　　　　　　　てM〕
Fro卿雌Ge鵬ralto雌Particular
4．1・2Av◎1d1ng　Redundant　Words
　冗長語や重複語を避ける。不要な重複語は壷文を徒に長くするので読みにく
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い原因となる。また，教養がないと廟笑を買うことにもなる。次の最初の文は
ユ5wordsあるが，意味を変えないで4wordsで表現できる。つまり残りの11
wordsは不要ということになる。
　The3211is　a　de市ice　which　provides　the　capability　of　perfor㎜ing　the　report
　printing　function．
The3211provides　the　capabi1ity　of　performing　the　report　printing　function、
The32ユユprovides　the　capability　of　performing　report　printin＆
The3211provides　the　capabi1ity　of　printing　reports。
The321ユis　capable　of　printing　reports．
The3211can　print　reports．
The3211prints　reports．
　主部のkeywordがThe32nであり，述部のkeywordがreportsだから，そ
れを結ぶ動詞は，この文ではprintしか考えられない。「冗長語・重複語は避
ける」ことを常に心掛けるべきである。
4．1．3Avoiding　Weak　Verbs
　多義語動詞を避ける。文中で動詞の果たす役割は大きいので動詞の選択も大
切である。pOlysemouS　woでdを使用すると内容が暖味になるので，明確な語の
使用を勧める。general　basic　wordsの中にはpo1ysemous　wordが多い。たと
えば，be，do，fee1，get，give，have，1ike，lookゴlove，make，take，useなどを即座に
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挙げることができるが，これらはweak　verbsとかf乳1se　verbsといわれてい
るほど慶昧で，主部と述部を結ぶli皿ki㎎wordsに過ぎないのである。
Ne騨伽elThec狐er乳has灯1工ninitandisreadyto9α
P①sitive：　The　ca1皿era　is　loaded　w立th　film　and　is　ready　to　oPerate，
Negaゼve：The　vehic1e　does　inore　than100miles　alユh01且r．
Pos雌ve；The　Yehic1e　traveユs（倣driYes）more　than100mi1es　an　ho一肌
「多義語動詞は避ける」に心掛けるべきである。
4，1．4　Av◎iding　Phrasal　Verbs
　英会話の参考書などでto　get　back，to　get　down，to　take～downやto　take　in
のような句動詞（ph・asa1verb）の使用を勧められているためか，日本の学生
や専門家たちはweakve・bsの他にphrasa1verbsを使うのが好きである。こ
れらはそれぞれto　retum，to　sw乳11ow，to　sep盆rate，to　deCeiveが分かりやす
い。英会語の影響だろうが，話し言葉と書き言葉は違うことに気付かない結果
から生じた思い違いだろう。phra．al　Yerbsを使うと意味が暖二味になったり，
文が徒に長くなるので，出来るかぎり一語で表現するよう心がけるべきであ
る。
　次の日本文を英語にしてみよう。
　「蒸気の力でレバーが駆動する」
に対して、次の！2の英文の中で科学技術英語の分野ではどの英文が好まれるだ
ろうか。
　！－　The　po猟er　o王tbe§仁ea皿1puおthe　lever　intg邑ct＝o肌
　2，　The1eyer　is　put　into皿⑪tio口by仁he　power　gf　the　st艶肌
　3，　The　Power　of　the　stea皿moves出eユeveL
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　4．　The　lever　is皿0Yed　by　the　power　of　the　stea】皿．
　5　There　is　a　leマer　moved　by　the　power　of　the　s蛇a皿。
　a　The　power　of　the　stealll　actuates　the1e▽er．
　7，　Th色steam　activ乞tes　the1餌er，
　8．　By　use　of　the　po双er　of　the　steam，the］ever　is　activated，
　9　The　levef　is　activated　by　the　power　of　the　steam－
　1α　The　le∀er　is　activated　by　steam　power．
　1ユ、　The工e∀er　is　acti∀ated　by　the　steaIn－
　12，　The　lever　is　activated　by　ste刮m、
　これらの申でどの文が適切で，どの文が不適切か，また，それぞれの文の意
味内容の違いなどを正しく評価しなければならない。
4．1．5Avo1ding　Mismatched　Words
　日本語でも名詞に結びつく動詞や形容詞，動詞や形容詞と結びつく副詞は
決っているように英語も決っている。決っているというよりも，日本語よりも
強制カがあるといえよう。このColl㏄ationを問違えても日本語では内容の見
当がつくが英語ではまったく意味内容が違ってしまう。例えば，日本語の「布
団を干す」に英語でDry　the　fut㎝．とAir　the　fut㎝、では内容が異なる。レン
ントゲン検査で「一自、を止めてください」にStop　your　breath．では困る。「家
を建てる」はmake　ahouseではない。The皿etal　win　rust。だが，Thebrass
wm　tamish．である。
　ミシガン大学で，TSWの先生の授業に感銘した日本の会社員が“Thank　you
very皿uch　for　your1aborious　lectures，”と書いて，お礼状を先生に手渡した。
それを読んだ先生は当惑極地に達した。
　「ブレーキを強く踏む」はApply　the　brakes　stro㎎、というより，Apply　the
brakesheavily（仰sharp1y，▽iolenuy）。である。
　英語にも相性があることに注意しよう。
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4．2　M◎dern　Rhet◎rical　Approacれ
　伝統文法によれば，R血etoricとは文法を通してのスタイルとか論理的な分析
だったが，工酬9舳仰D伽肋ηψ工αη9刎α92乃㏄κ伽星＆λ捌切五伽9悦畑｛ρs
（！997）では，“Rhetoricisthestudyofhoweffectivewritingachievesitsgoal。
と定義している。日本では、この分野の研究や指導が欠けている。このため日
本人の書いた英文は理解できないと言われる主要原因なのである。
　次にスタイルの相違，適切な語調，定義法の基本，文構成，パラグラフ構成
について述べる。
4．2．1　1…d肚ing　Sentences　for　the　Most　Appr◎priate　Sty1e
　○聰e　wordノ㎝e　meani㎎やC◎〕lcca士iopの次に注意すべき事柄にスタイルがあ
る。ここでは，for㈹ユとかiηfo・ma1というより文書の種類によるスタイルの
相違を述べる。
　Od哀ma1…A　ba晦㎎m帆es　o肚c1ock㏄ou閉tely血r己ye汕・
　この英文は某時計メーカーが実際にカタログに「当杜の時計は電池一個で一
年間正確に動きます」という日本文に添えてあった英文だが，まず，単語の選
択が㎝e　wo・d／one　meaningでない。batteryでは使用者は困惑する。「単一，
単二，単三，単四，単五」があるからだ。aCCurate1y　fQr塾yea・では「一年後
は正確ではない」ということを暗示する。「一年に5秒以内の誤差で（wit加n
a　tOie・ance　Of5§ec0皿ds　pe・year）」のように明確な表現をするのがよい。ここ
では電池をr単三電池」とする。r単三電池」は辞書にa　s峨AA　batteryと
出ているので，これを使って，
　　A曲eAA㎏伽W拙欄鮒d拙・嚇肚Hめ1・胞皿・eof±5鵬c・池附
　　ye肌
と表現するが，これではbatteryが主語だから時討メーカーの英語ではない。
時計メHカーで，文＝書の種類でスタイルが異なる英文を示す。時計の名称を
CD　c1⑪ckと仮称する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　595
　ユ24　　　　　　　　　　　早稲田商掌第399号
Ca制oguo…0鮒CD　c1ock　operates　with五n　a　tolerance　of土5seco皿ds　per　year　on
　　a　si乞e　AA　battery。
肱皿皿31：γ脇γCD　cユock　operates　w沈hiu　a　to正erance　of±5seconds　per　year　On　a
　　size　AA　battery，
IIlstm凶oI1：Ope岨te　the　CD　c1ock　within乱tolerance　of土5seccnds　per　year　on
　　a　size　AA　battery．
Rose酊出脾per：The　Cp　clock　operates　within　a　tolerance　of士5seconds　per
　　year　on　a　size　AA　bat亡ery。脈The　CD　clodk　requires　operating　within　a
　　toler加ce　of土5seconds　per　year　on　a　size　AA　battery，
Con㎞t：The　CD　c1ock　shan　operate　within　a　to1erance　of±5seconds　per　year
　　on　a　size　AA　batterγ
Pm凹飽1…IsuggestthattheCDc－ock（shou1d）operatewithina　to工erance　of士5
　　seconds　peryear　on　a　size　AAbattery．
　なお，batteryメーカーのケースも考えなければならない。
4I2，2　TI1e　Tone：Creating　Favorable　or　Adverse　Reac｛ion
　英語には敬語がないといわれている。しかし敬語に値する表現はある。相手
が丁重な表現を使ってくるだろうと思っているときに失礼な表現を使ってくる
と相手を蔑みたくなるので，不快な印象を与える語調（Tone）には気を付け
なければならない。この領域はコンピューター翻訳では解決できない。その都
度，人問が判断しなければならない領域である。コンピューターが翻訳した英
語をそれぞれの状況に最適な表現を選び出さなければならない。次の1一～21．
までは日本語に直すと殆ど同じだが，Toneが異なる。状況に応じて使い分け
ねばならないo
　ユー　Send　us　our　Order　No．ユ00before　July1．
　2－　Please　send羽s．、．
　3．Wb　w盆nt　you　to　send　us、．。
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　　4．We　would1ike　tO　ask　yOu　to　send　us一”
　　5。、You　are　kind　enougb　to　sent　us，、一。
　　6．We　e理ect　yo口to　send　ms川
　　7．We　would　be　Qbuged　to　you　if　you　would　send　us川
　　8．Wi／l　you　send・us，。。？
　　91Wiu　you　be　so　k」ind　as　to　send　us．．，？
10．Would　y㎝please　send　us，叩？
　11，　Colユエd　you　please§end　us、．3
　！2，　Could　you　possib1y　send　us…？
　ユ3．We’d　apPreci娩it　if　y◎u　could　se皿d　us・。
　ユ4，We’d　aPPreciate　your　sendi㎎us＿
ユ5・M・yw・・sky㎝t岬・du・・一？
　　16，W⑪u1d　you皿i如se皿ding仙s，．．？
　　ユ7，We　wonder　if　you　cou1d　send　us．一
　　ユ8，We　are　just　wo皿deri㎎一if　you　cou，1d　sen」d閑Ψ
　　！9，We　were　wondering　if　you　couユd　send　u§州
　　20．We　are瓜uch　i皿terested　tn　yo甘§eωi皿g叫s＿
　　2！．We　wou1d　be㎜ore　than11appy　if　you　c◎uld　se如岨s岬
この他の英文も考えられよう。
423　The　lmpohance　of　Def1nltlon
　　科学技術分野のみならず商・法・経やその他の分野でも用語の意味，内容が
理解できなければ，それにより説明される理論も，原」理も，学説も，命題など
も理」解」で」きない。ここに定」義（D鋤ni地皿）をすることが必要にな・る。Ar工st⑪一
te1ian　Definiti㎝と言わ牝て」きたものが量科・学技．術分野では後にAcademic
Def虹iゼonとカ茗，　For皿且1De亘皿地o貝とか，　LogicaユDefi口itionとか。　Tech皿ic到1
．De航itio皿というようになった。そして，こ」れを
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　　　Term＝Genus（Species）十Differentiate
の式で表わしている。つまり，この公式を理解しているとWh盆t　is　a　camera？
のような質問に論理的に，正確に答えることができるのである。
　1．Aca醐eraisamachineforねkingpictures．
　2I　Aca皿eraisanapParatusfortakingPictures．
　3，Aca血eraisapieceofequipmentfortakingpictures，
　4．Acameraisanappliancefortakingpict1ユres．
　5AcaIneraisaninstrume11tfor亡akingPictures．
　6．Aca皿eraisatoolfortakingpictures．
　γ　Acameraisa1ユtensilfortakingpictiユres．
　8，Aca㎜eraisadevicefortakingpictures，
　9　AcameraisabIackboxfortakingpictures．
　10，　A　ca触era　is　what　we　take　pictures　with．
　11．AcaIneraisthethingthatwetakepictureswith．
　これらが，日本人の多くが無意識に表現する英語だが，Gemsによりcam－
eraの内容が異なる。現在では2，3，8が認められるが，2がベストといえ
る。また，isも論文とか報告書，カタログなどではis　defined　as；refers亡oと
なり，契約書，提案書，マニュアルなどではmeansになる傾向がある。Ge－
msもwhatとかthat　whichとかthe　thi㎎whichのような慶味な語（句）は
避けるべきである。逆のGems（Species）十Differentiate＝Termのあることも
忘れてはならない。
4．2．4　Editing　Sentences　Using　the　One　Sentence／One　ldea　Method
　文はいろいろに定義されているが，ここでは次のようなオーソドックスな考
え方をする。
　●A］1sentences　must　begin　with　a　capital　letter　and　end　with　a　period。
　●An　sentences　must　express　a　complete　thoug吐
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　●Au　sente11ces　must　contai口a　subject　and　a　finite　verb，
　文は文書を構成する一つの重要な要素である。読んで内容が把握できない文
は，論理的な書き方を訓練していないことから生じる場合が多い。
　The　supply　of　gasoline　has　decreased・では，And§⑪what？とかWhat　is　the
effects？とかWhat　caused　it？のような質問がでる。これに対してThe　fuel
p．ices　have．isen，のような結果を書かなければ読み手は書き手の言わんとす
ることが理解できない。しかし，これでもまだ質問がでるので，Sales　of　s凪a11
carshaveinc・eased，のような文を加える必要がある。これを纏めると，
　The　supply　of　gasoline　has　decr鋤sed，脇4sales　o｛§mall　cars　h乱ve　increase吐
のように狐dで文と文を続含したり，次のように接続詞で績合できる。
　　榊肋thesuPPlyof9塾so1inehasdecreased，副esofs㎜allca・shave
　　increased。
しかし，これでは論文調ではない。fo・1皿aユな文は，次のようにOne　sen－
teエ1Ce／0エ1eideaになるo
　　AdecreaseinthesupP1yof理so1虹ehascaused狐i11creaseinsa1esof
　　Sn1all　CarS、
この考え方には，CauSe→effeCtの定義を使うとよい。たとえば，
　　Cause：Water　tumbles　over　the　water伽1L
　　Effect；The　waterwheel　turns，
の二文を績合して，
　　Water　tumb1es　gver　the惚terfan⑭磁tbe　w星terwhee1tums一
とすると二文の関係が同じレベルになる。これを
　　When　w劃ter如血ble§over出e　water則，the　w銚er地eel　tur帆
とすると，圭文がthe　waterwhed　tur凪となる。これを論文調にすると
　　　W独r　tu皿bling　over也e　wate地肚urn§the欄ter曲eeL
となる。この文はC測Se／e宜eCtの関係にあった二文を一文で纏めたものであ
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る。
4，2，5　Explaining　an　Ambiguous　Sentence　by　Adding　an　Extra　Sentence
　Mlchae1且Markelは乃6伽必α1W肋螂∫伽αま伽仏sσ伽∂∫肋τ2幽3（1988）で
What　shou1d　you　do　if　you　don’t　have　the　specific　da㎏？You　have　two　options：
to　expIain　why　the　speci丘c　data　are1ユnavai1ab1e　or　to　i皿dicate　when　they　wi11
beco皿e　aマai1able．（ユ07）と説明し，次の例を示している。
　VAGUE
　　The1eakage　in　the　fuel　system　is　much　greater　than　we　had　anticip目ted，
　CLEAR
　　The　leakage　in　the　fuel　system　is　much　greater　than　we　had　anticipated；we
　estimate　it　to　be　at1east　five　ganons　per　mimte，rather　than　two．（108）
4－2．6　P1amlng　for　a　Paragraph　One　Paragraph／One　T◎plc
　文書作成の段階で大切な要素はパラグラフである。文書はパラグラフの塊で
構成されている。家でいうと一つの部屋に瞼えられる。部屋のない家は存在し
ないと同じように，パラグラフのない文書はありえない。これほど大切な要素
なのに，日本では母国語でさえ指導されていない現状である。TSWにおいて
は，パラグラフ全体が論理的に構成されていないと，読み手は内容が理解でき
ない文書になる。
　われわれが文書を作成するとき，まず，主題が決る。主題が決ると，次に
データを収集する。データが集まると，それを読む人を対象にして共通項で纏
め乱その段階で論理的な順序に並び替える。並び終えた段階でデータから汲
み取った自分の意見を述べる。
　次に，この関係を実際に書いてみよう。
主題：消火栓の側の乗用車（A　car　parked　by　the自re　hydrant．）
データ：！．消火栓の側に乗用軍が数日間止めてある。
　　　　　（A　car　has　been　parked　for　several　days　by　the　fire　hydrant）
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　　　　2．フロントガラスに駐車違反の切符が数枚挟まれている。
　　　　　（It　has　several　parkjng　tickets　between　the　windshield　and　the
　　　　　wipe・．）
　　　　3．車は挨だらけである。
　　　　　（It　is　covered　with　a曲ick　layer　of　dust．）
　　　　4，パンクしている。
　　　　　（Ithasaf1attire、）
　　　　5．ハンドルがないo
　　　　　（Ithasn◎stee・i㎎wheel，）
　これらのデータは文法上と構文上は正しくても，全体を通して読むと読み手
には書き手が何が言いたいのかが理解できないので，And　so　wh凱士？の質問を
受ける。そこでデータから判断した書き手の考え，つまり意見を加えなければ
ならない。この意見をG㎝eral（総論）とかTopic　sentence（要約文）とい
い，データをParticuユar（各論）という。内容が即座に把握できる科学技術文
のパラグラフはGからPへと展開しているのが普通である。
　　意見；消火栓の側に止められている車は捨てられたものである。
　　　　　（Th・…p・・k・dbyth・fi・・hyd…ti・・b弧d…d．）
これを纏まったパラグラフにすると，次」のような展開になる。
　　Tbe　car　parked　by　the　fire　hydrant　is　abandoned－It1／as　been　parked　for
several　day§。　It　has　sever乱1parki口g　t三ckets　between　the剛ndshield　and出e
刺Per．It　is　covered　with　a　thick　layer　of　du§仁What’皿ore　it　has　a皿at　tire、
劉皿d　the　vehicle　lhas　nO　stee「ing　wheel・
　Gene．ajを読んだだけで内容が把握できればPa池u1ar，つまりd汕mは読
まなくてよい。パラダラフ内のデータの配列法にも決まった順序，つまり
1o敏釧orderがある。次の何れかの順序で配列するのが普通である。
　1．Des蜘di皿9⑪rder◎王1工皿pcr伽ce
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2圭　Chrono1ogica－order．
3．　Spatia1order
4七　Alphabetical　order
5－Shorter　words　to　longer　words　（脈Positive　to　negative）
　The　car　parked　by～aband㎝ed、のパラグラフの配列はChronolo藪cal　order
である。
4．2，7　Sequential　Arrangements　of　Details
　科学技術英文ではパラグラフ内のデ」タの配列法にも決まりがある。「起承
転結」は向かない。「転」で話題が変わってしまうので読み手は戸惑うからで
ある。次のようにUnityとCoherenceの配列を明確に採っている。Subは
Subjectの賭であり，PredはPredicateの略である。
●Para1工e1Construction（Listing）
ユ、general（topicsentence）
　1－datun1工
　1，datum2
　ユーdatu皿13
　1，datu血4
ユ．Sub　a　　　　　　Pred　b
　1．Sub互1　　　Pred亡
　ユ．Sub目2　　　Pred　d
　1．Sub　a3　　　Pred信
　ユ、Sub、里　　　pred　f
　この展開法の特長は，それぞれのdatumの主語が同じであることである。
この変形としてgeneralの述部のkeywordが第二文以降の主語になって展開
するケースがある。
　ユ、g・…al（topi…nte・・e）
　　2，datumユ
　　2，datum2
　　2，datum3
　　2．datum4
602
L　Sub，　　　　　Pred　b
　2．Sub　b1　　　pred　o
　2．Sub吐2　　　Pred　d
　2．Sub　b3　　　Pred｛
　2．Sub出4　　　Pred　f
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●Series　Construction（Chaini皿9）
　　1．9ener・1（toPi・sentence）
　　　2．datum！
　　　　3．datum2
　　　　　4．datum3
ユ．Sub目　　　　pred　b
　2，Sub　b　　　　pred．
　　3，Sub　c　　　　pred　d
　　　4，Sub　d　　　　Pred　e
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　この展開法の特長は，それぞれのdatumは直前の文の述部のlkeywordを主
語にしているということである。
●Para！五e1－series　Construction（Mixed）
Lgeneral（topicse口tence）
　2．d乱tum！
　2．datum2
　2，datui皿3
　　3，datl1nユ4
　　　4．dat以m5
　　　　5．datum6
！，Sub　a　　　　pred　b
　2，Sub　b　l　　　Pred　o
　2，Sub　b2　　　Pred　d
　2．Sub1〕3　　　pred邊
　　3，Sub豊　　　　pred　f
　　　4．Sub　f　　　　Pred　g
　　　　5，Sub　g　　　　Pred　h
　この展開法の特長は，2．datum1でユ、gene．alの述部のkeywordを主語とし、
2，datum1～2．datu皿3まではそれぞれの文の主語が同じだが，＆datu皿4で直
前の文の述部のkeywordを主語にし，4datuエ皿5，5．dat・皿6では，それぞれ直
前の述部のkeWordを主語にしていることである。
●Series－para11e1Co皿structio皿（Mlxed）
ユ，9ene・al（toPic§ente・ce）
　2，datum1
　　3，d痂瓜2
　　　4，datm3
　　　　5，dat迎I皿里
！，Sub里　　　　pred　b
　2，Sub　b　　　　pred　c
　　3－Sub虞　　　　Pred　d
　　　4，Sub　d　　　　pred硅
　　　　5．Sub蛯工　　　pred　f
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　　　　　　5．datum5　　　　　　　　　　　5．Sub．2　　Pred　g
　　　　　　5．datum6　　　　　　　　　　　　　　5，Sub　e3　　　Pred　h
　この展開法は，2－datumユ，3．datum2，4・datm3までは直前の述部のkey－
wordを主語にしているが，5datm4から最後の5，datm6までは　4datm3
の述部のkeWordを主語としている。
　この他の展開法も考えられるが，どんな展開法を採ろうとも，必ず直前の文
のkeywordがそれに続く文の主語であるという明確なパターンを採っている
ことである。
　次に4・2・6円aming　f◎ra　Paragraph；One　Paragraph／One　Topicの項で
作成した英文の展開法を検討してみよう。
　　The　car　parked　by　the　fire　hydraIlt　is　abandoned．It　has　bee皿parked　for
　　several　days．　工t　has　several　parking　t三ckets　between　the　windshield　and　the
　　wiper．It　is　covered　with　athick　layer　of　dust．What’more　it　has　a　nat　tire，
　　and　the　vehicle　has　no　steering　wheeL
このパラグラフは次の矢印から分かるように，Parallel　Construction（Listi㎎）
である。
　　　The　car　parked　by　the　flre　hydrant1s　abandoned
↓
It　has　been　parked　for　severaI　days．
↓
旦has　several　parking　tickeおbetween　the　windshieId～wiper．
↓
It　is　covered　with　a　thick　layer　of　dus亡
↓
it　has　a　nat　tire
↓
604
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　　　　　　　　the　vehic1e　has　n◎steering’w．hee1．
　　次」の英文のパラグラフはどうだろう。
　　Acomputercanperfor皿calcu／ationsaswellaswriteletter§，draw」pictures，
play　games，and　carry　out　ma町other　tasks　in　a　m且tter　of　seconds．　The
computer　is　a　revo／utionary　development　in　the　history◎f　tech口olo駆一　It　is
basica11y　different　from　any　oth筍r　machines　because　it　has　a皿em」ory，　Every
co卿puter，large　or　sm」all，consists　of　four　basic　units：an　input　unit，a　memory
unit，apr◎cessing岬it，andanoutputunit．Thei・putunitisoftenakeyboard・
The　keyboard　is　used　f⑪r　feeding　lnformation　and　instructions　into　t】〕e　computer－
Both　the　infor・mati⑪皿釧d　i皿structions　are　held　in　the㎜e卿ory　unit，The皿1」e，mory
u口it　a1so　holds　instructions　that　oPerate　the　Processing　unit．　This　口nit　then
fo！lows　the　prggram　and　work§out　the釧swer　from　the　infor皿atio瓜　Fina11y，
the　processing　u皿it　sends　the鋤sw－er　t◎the　ol1tput　unit－This　lmユt　may　be劃
sc「een　Or　Printer、’S1ユincda；、Pπ砂α郷勿ηコ「彦σん犯伽〃E地、ぎμ∫あ，74。
　　こ．のパラグラフは、次」の矢印から分かるように最後の二分を除けば完全な・る。
Paralle／－seriesConstruction（Mixed）である。
　　　　A　computer　can　per土⑪rm　ca1cu1ation§as’wen　as　write　let㎏rs，…
The　com」Puter　is　a　revolutio皿ary　develoPment　i皿the　history　gf。
’！
1tlsb迅sic塾11yd雌rentfro㎜」aΨ9晦r、・n．achine・
E・岬・㎝P・t・r，1・・g・・r・皿・ユLc㎝・触・ffourb盈・1・㎝lts’・・と・型些・t・皇
皿1」emgry　unit，a　PrOCeSSing・umt，a皿d　an　outPUt　u皿it．
Thein服皿uniti§cften・keyb聰rd，
■一」　■　　　／
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The　keyboar〔1is　used　for　feeding　infor血ation　and　instructions、
Both　the　information　md　instructions　are　he1d　in　the　memory　unit＝
The皿emory　uni仁also　holds　instmctions　that　operate　the　prccessi口g　lmit一
This　unit　then　fo11ows　the　progra皿and　works　out　the　answer　from
＼
Finally，the　processi口g　unit　sends　the　answre　to　the　output　unit．
This　unit　may　be　a　screen　or　printer、
　　起承転結はTSWには向かないので，その実例を「大阪本町糸慶の娘」で示
し，他の展開例は紙面の都合で本稿では省略する。
　　　　h　a　thread　shop　on　the　main　street　in　Osaka，1ive　two　pretty　daughte“s，
　　　　The　oIder　one　is　eighteen　and　the　younger　is　sixteen．　Japanese　feudaI1ords
　　　　in　various　regions　are　kimng　peop1e　witl］bows　and　arro柳’s，Each　daughter
　　　　is　kiuing皿en　with　a　provocative　wink．一Trans1ated　by　Shinoda
　　このバ」ラグラ’フは次のような展関法であ乱
　　　　1n　a　thfead　shop　on　the　main　street　in　Osaka，
　　　　live　two　pretty　daughters．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　I血trodl16tio血
　　The　older　o皿e　is　eighteen　and　the　younger　is　sixteen．
　　　　　　　　↓l
　　J劃panese　feuda1lords　in　various　regions　are　kiI1ing
606
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people　with　bcws肌d　arrcws，　　　　　　　　　　　Tum
　　　？
Each　daughter　is　kil1ing　men　with　a　provocative　wink、　　　一　CoI1clusio皿
　このパラグラフではThe　older　o皿e　is　eighteen　and　the　yomgerの両方か片
方かを第三文で受けておらず王突然新しい話題，つまりJapanese　feuda1
lo・dSに変わってしまっているので，起承転結は実用文には不向きである。
4，2，8　Ten　Models　of　Frequently　Used　Pa廿ems
　前項で述べたように壷そ牝ぞれのパラグラフが集まって一つの文書が完成す
る訳だが，これらのパラグラフにも，また文書にも一つの論理的な展開法が存
在する。この展開法について，いろいろなパターンが唱えられているが，用語
こそ異なってはいるものの内容は殆ど同じと見てよいだろう。次にその展開法
を探ってみよう。
　ミシガン大学のJ．C，晦th・sとDwightW．Stevenson教授は，次のように分
類している。
Persuasive　patter1：1s
Persl1aSion
Prcb1e亘1－SO1utiOn
Cause－Effect（Effect＿Cause）
Comparisgn　and　Contra§t
　　　　　　　　　　　Ana1ySi§
　　　　　　　　　　　DescrjPtio皿
　　InforInatj　ve　PatternS
　　　　　　　　　　　Process
　　　　　　　　　　　．InVeS自gatユ0n
　　　　　　　　　　　－D確犯確伽肋伽峨鮒s（202）
Pers螂i鷲patter皿sとI皿fomati∀e　pattemsに分け，それを更に4つに分け
ている。われわれは，この8パターンの何牝かを使ってパラグラフや文書を作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6C7
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成しているというのである。TSWの大方の研究者がこれに類似した手法を
採っている。しかし分類ぱ詳細に亘っている方が，書き手には利用しやすいだ
ろう。そこで，筆者は次のように，もう少し細分化した。
Persuasive　patterns
P1ausibi1三ty（Conviction）
Prob－em」So互ution
Cause＿Effect（Effect＿Cause）
Comparison
Con亡rast
　　　　　　　　　　　Ana1ysis
　　　　　　　　　　　Description
ユnformative　pattems　Process
　　　　　　　　　　　InVeStigatiOn
　　　　　　　　　　Definition
これらのpattemsは次の目的と内容構成になる。
　　P副晦m　　　　　　　　　　Purpose
P1auslbili印／　　　　To　jlユstify　a　conclusion
Conviction：　　　　　or　recommendation，
Problem－So1ution　To　Present　a　solution
　　　　　　　　　to　盆　problem；to　ex－
　　　　　　　　　p1ain　a　prob1em；how
　608
　　　　　　011t1im
1．State　conclusion，
2．SupP rt　the　conclusion　in　de－
scending　order　of　importance．
3．Altematives．
4．Restatement　and　explanation　Of
COnCluSiOn．
ユ．S ate the　nee（1．
2．State　the　problem，
3．Exp1ain　a　prob1em　point－by一
C包u」se－Effect
（Effect－Cause）
Comparison
Contrast
A胴1ysis
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to　i且np／em」ent　that　solu－
tiOn」、
To　stress　the　connec－
tio工1between　a　resu1t
and　a　precediコユ9event
TO　POint　Out　siI皿i1ar－
ities　th．at　exist　betw・ee皿
tWO　Or皿Ore　ite皿S　in
the　sam」e　categories，
To　point　out　differ－
ences　　that　exist　be－
tWee皿　tWO　Or　m」0re
ite皿s　i＝n」the　same　c凱t－
ego「y
To　divide　comp1ex」toP－
iCs　intO　s皿ユa1且已r　1un1pS
of　infor，ma丈ioo
　p i皿t　in　descending　orde工of　im一
　．PortanCe・
4－Explain　the　soh1tion－
1，State　the　issue（co皿clusion）
2，SuPPort　the　issue　－　　analyze
　the　causes　or　effects　i．n」descend－
　ing　order　of　probability，
1．State砒e　mai皿conc1u」sion，
2．Pr sent　point－by－point　simi1ar－
　ities　in　descendi皿9　order　of　i工n一
　．POrta’皿Ce．
3．If　necessary，restate　the　conc1u－
SiOn．
1，State也e　mai．n」conclusion．
2，Pr sent　differences　point－by－
　polnt　in　descending　orde工of　i皿1－
portauce．
3．If　necessa工y聖restate　the　conc1’u－
s，ion，
1，Su皿m」ari毘e　th」e　concePt　to　be
　classified，
．2．Break　it　do’w皿i’nto　basic　co卿＿
　ponents　in　descending　order　Of
　i皿ユP⑪rtanCe．
3．If　・nece§s貧ギy，restate　a’nd　su皿1一
　皿1，ar工竃e　th」e　parts．
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Toprovidesu揃cie血t
detai1s　to　give　a　ciear
pict1ユre　o｛theセhing　de』
SCril〕ed．．
To　exp1ain　§omething
step　and　step
To　explain　正10w　　a
survey　was　conducted．
To　exp1ain　new　term．（s），
1I　Explain　the　function　of　the　ob＿
jeCt．
2，Describe　the　obj　ect　in　a　spatial
order－
3，Explain　the　components　o王　ob－
ject　part　by　part．
ユ。Exp1ain　the　object　of　the　pro－
　cess，　in亡roducing　its　steps　in
chrono1o蜘a1order．
2，Describe　the　steps　to　um＿
　derstand　the　process－
3．If　necessary，Present　ai　over－
view　and　wamings．
1．If　necessary，　state　the　back＿
ground，
2．State　the　purpose．
3．Exp1ain　the　1皿ethods　with　the
　eq1ユipment，蛆aterials，and　criteria
　used　in　the　survey，
4，1I1troduce　the　resu1ts，or　notice－
　ab1e　findings．
5，Analyze　the　resu1臼in　an　ap－
　propriate　order．
6I　State　conclusions　and　recom＿
　コ血end　prOPer　future　aCtiOns．
ユ、Explain　the　new　term，concept，
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newCOncept（s）、Or皿eW
SyStem（S）
o 　system　by　usin9也e
T＝IG＋D　Formユla，or　the　syn－
Onym・
2．Provide　a　cOncrete　exa皿P工e　Of
　the　thing　bei皿g　defined；　c］arify
　by　using　ana1ysis，　calユse／effect，
compariSO皿　or　ContraSt　aS　a
lnethod　of　deve工opment一
　　これ一らのPurposeやOωineを・，それぞ．れ例文をあげて説明す．るには紙面が
許さないので，詳細につ。いては拙著伽物6肋g畑㈱∫3〃α榊術θグ肋4肋
伽肋伽～〃S肋滅獅W≠倣螂丁㎏・肋偉肋伽“桝o肋（pp一ユ04－113）を参照さ
れたい。参考までに，P1ausibilityとP・ob1em－So1口ti㎝のOu肚・を例文を通し
て説」明する。
Plausibi玉ity
　　Tbe　bgard　is　satisfied　on　the　evlde皿」ce　that
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・十
Smith　did　violate　his　paroie，Sears　security　　　　一・Co皿6111sio呵
．guard　T．Sawyer　testified　that　she　saw　John
Smithhidea・ecordinhiscoatandthaち
whe皿she　aud　Other　eコ皿ployees　chased　S卿ith，
§be§aw」the　record　fa11fro．コ皿his　dothing、　　　　　　　＿。Su凹poれ1
・・ap・・t伽・・舳・ityg・孤d・tth・・t…，　　一S哩刺2
一脇貞醐．理脇肋仰助幽一げ肋燃⑭ωo鰍㈱脇，ユ73・
6！／
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Prob1em－So1ution
　　Because　mercury　spills　pose　the　most　serious
safety　hazard，provisions血ust　be　made　for　cIean＿
i㎎upme・㎝・yspi11sinthe1aboratory．Mercury
often　splashes　and　spi11s仰hile　being　Poured，because　of
ik　great　density，surface　tension，and　low　viscosiけ．
Droplets　of　mercury　form　and　scatter　in　all　directions
and　ro11into　cracks　and　cornersI　Therefore，each
lab　bench　where血ercury　is　used　shou1d　be　enc王osed
to　contain　the　spil1s　and　si血pI丘fy　the　cleaning
operations－Asheet－lino1eumfloorcoveringwith
sea1e（1joints　and　c0Yed　edges　should　be　used　to
eIiminate　cracks，which　trap　mercury　drop1ets．
Asuctionapparatuscanthenrecoverthespilled
mercury．一乃〃．、163－164．
↓
一Ne記
一1～rob1ei皿s
一So1utions
ここでChecklistforevaluati㎎effectiveparagraphsを纏めてみよう。
1－What　sort　of　paragraph　is　i亡？Does　it　have　a　c1ear1y　reco馴izable　functi㎝
　or一‘P］oピ’？
2．Does　the　paragraph　have　a　c工early　stated“genera1｝（topic　sentence）？
3－　Does　it　have　s1ユfficient　re工evant　detai1s　to　support　the“generar’？
4－Are　there　clear　transitional　tags？
5．Are　the　keywords　repeated？
6，　Is　the　point　consistent？
6工2
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4，3，　The　Impoけance　of　C◎mmun1cat1ve　Grammar
　Geoffrey　Leech＆Ja皿Svartvik：λCα仰〃吻絨cαあ〃G畑物刎αγψ亙伽g1な此（ユ975，
ユ1）はPrefaceで，’gram皿ar　fatigue’を憂いて，E㎎lish　grammarをstructur－
aユapproachではなくco皿m皿icative　approachに利用したいと提唱してい
机筆者もこの見解に賛成である。筆者はcommunicative　g・amma・を‘the
abi1ity　not　on1y　apPly　the　gra則凪at正ca1　ru1es　of　English　in　order　to　for】皿
grammatical1y　correct　sentences　but　also　to　know　when　and　where　to　use　these
sentences　and　these　structures伽d　to　whom，’と定義する・つまり，中学，高校
で習得した文法の能力を知識としてではなく，状況に応じて，頭を使って適切
に利用することが大切なのである。
　Co皿municative　gram肌a・の考え方を利用すべき文法事項にAuxi1虹y　verbs，
Tenses宝Subjunctivemood，Preposjtions，Aれiclesの5項目が考えられる。これ
らは状況に応じて，用いる助動詞や前置詞のみならず語調やスタイルが変わる
ので，コンピューターや暗記では処理できない。頭を使わなければならない要
素である。
　紙面の関係でそれぞれに例文をあげて説明できないので，詳しくは拙著『工
業英語の語法』の参照を勧める。
4．4　Title；Subject　jine
　Tit1eには「表題」や「書名」のほかに，「見出し」なども含まれるが，ここ
では，RPの「表題」に限定し，S・bject1i皿eはM・固ora皿du皿やBusi皿ess　let－
ters，E弧独などの「件名」に限定する。
　両者とも，一番初めに書いて呈最後に見直す所である。読み手の心を引くよ
うに書かなければならないし，論文なり文書が何について述べているかを明示
する役目も有している。効果的なタイトルは，その文書を読もうという気にさ
せるが，不明確なタイトルは読もうという気にさせない。
　小説やエッセイでは読み手を引き付けようとして「口調のよい音の繰り返
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　142　　　　　　　　　　　　　　早稲田商学第399号
し」や「ユーモア」に心掛ける傾向が強いが，新聞，雑誌やテレビの「見出
し」や「題名」は，読者層に合わせるため，単純で一面的な傾向が強い。
J．C．Mathes＆Dwight　W．Stevensonは効果的な見出しの書き方として次の
点を指摘している。
　　●It　is　specific，making　both　the　top1c　and　purpose　（or　document　りPe）
　　　Clear．
　　●It　uses1ユnderstandable　and　standard　termino1o駆，avoiding　abbreviations，
　　　aCrOnymS　and　jargOn．
　　●It　is　short（rule　of　thu1nb：ten　words　or　fewer）．
　　●It　puts　impOrtant　nOuns　in　initia1pOsitiOns一
　　●It　milユimizes　use　of　genera1ized　terms　such　as冊st血dy　of，曲“report　o皿，”
　　　’’investigation　of．”
　　　一D23伽伽厚丁召oκ伽αば召卿8，ユ35、
　これを参考にして，RPなどで題名を書くときの要素を纏めてみよう。
　　□研究の主題（topic）と範囲（scope）を明確に述べる。
　　□読み手が理解できる明確な用語を使う。
　　■一行に纏める。長くなるときはdash［一］でなくcol㎝［：］で分け
　　　る。
　　■文頭の冠詞や前置詞は削除してよい。
　　□‘Investigation　of，HAna1ysis　of，HReport　on，HSuitabi1ity　of，’‘Experiment
　　　ofはRPでは当然のことだから，これらの語句は，できる限り避け
　　　る。止むを得ず用いなければならないときは　Preliminary　Study　of．．．
　　　のように形容詞を付けるとよい。
　工nformalrepOrtやMe皿orandumのSubjectlineの纏め方については
Dθ∫伽｛惚丁θ伽｛oα互地卿∫（135）に準じることを勧める。
6ユ鼻
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4．5　AbstraGt≡Summaα
　時間のない読み手に文書全体の概要を伝える仕事を担っているものがAb－
StraCtである。読み手に，その文書全体を読ませるか読ませないかの意思決定
をさせる個所でもある。従って，文書全体を読まなくてもAbst・actでその文
書の内容を完全に伝えなければならない。ここでは細かいデータは述べな
い。一つのパラグラフで構成され，200～250wordsで纏めるように決めてい
る機関もある。またAbstractの代わりにSumm盆ryを用いている機関もある。
4．5，1　Abstract
　RPでは2種類に大別される。この辺の事情をANSI／N工SOのω肋∫．仰地一
δ物碗（3－4）から引用する。
＆晦sofAbs缶㏄使㎝d皿出・Co雌皿t
Abstracts　are　generauy　descrtbed　as　either　informative　or　indicative，
re旦ecting　the　mode　or　perspective　in　which　they　are　writteIL　I皿the
infor皿ative　mode，the　origin乱1docu㎜e皿t　is　ogndensed，re旦ecti皿g　its　tone
and　co皿te皿t．An　abstract　written　in　the　indic包t正ve皿ode　describes　rather
thanparaph胴ses，theorigi口al　docmentandi鴫contents。（以下略）
6，1　Co11te凧t　of　AbstI＝、㏄オs
工皿forn1包tive　abstracts　state　the　Purpose，皿1ethodo1cgy，results，包nd　con－
clu§ions　presented　i皿the　ori釦al　dgcume此（以下瞭）
bdicatiYe　abstrac康are　usualiy獅ritten　f⑪r　documents汲bich　do　not
co皿tai皿infgmation　relati㎎to　methodolo駆or　res肚§，（以下略）
　この説明から葦i㎡oma耐e包bst㈱tは，目的、方法（材料），調査・研究に
よって明らかになった結果，縞論，残されている研究課題などを述べるので
RP向きである。しかし数学などのような式や符号、記号が中心で理論だけを
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追求する研究誌には向かない。indicative　abstractは目的と緒論だけを述べる
ので，RPではなく，商業誌や研究紹介誌など向きといえよう。
　大方の日本人は，自分が書いた英文を英米人にチェックして貰えば，欧米の
学会は問題なく受け入れてくれると思っているが，この考え方は間違ってい
る。TSWが専門でない英米人は文法と構文だけは直してしてくれるが，内容
面や論理的な構成面には殆ど手を付けてくれないからだ。付けることが出来な
いといってよいだろう。文法や構文も大切だが，それ以上に大切な要素が内容
と論理構成なのである。
　次に実例を示すが，〔1〕は，日本のある大学の教授本人が英文で書き，教
養あるアメリカ人にチェックして貰った論文のアブストラクトである。これを
米国の学会に提出したが，レジェクトされた。〔2〕は，その同じアブストラ
クトをWritingが専門の米国の教授に訂正して貰い，再提出したが，再度レ
ジェクトされたアブストラクトであ孔このような纏め方では内容構成と論理
構成が極めて拙いので，何度提出しても受け入れられないだろう。
〔1〕　Severa1papers　haYe　been　presented　concerning　the　effect　of　stress　raisers
on　the　fati馴e　stren或h　of　rigid　p1astics，For　example，Freasi　on　the　direct
・t…sf・tigueofp・ly・・t・・一gla・・c1othlami・・t・・，B・l1・・2㎝thedi…tf・tigue
of　selected　FRP，Tsukizoe　et　a13・40n　polyester＿glass　cloth　laminates　under
pu／sati㎎tension　and　Wolf5on　the　direct　stress　fatigue　of　Delrin－As　shown
above，most　of　papers　showed　the　effect　of　stress　raisers　on　the　direct　stress
f盆tigue　of　rigid　p1asters，and1ess　papers　presented　on　similar　effect　on　these
m囲teria1s　lmder　altemating　bendi口g一
〔2〕醐・・t・f・t・・・…i・・・…　f・tig…t…gth・f・i或dpl・・ti・・h…be・・
discussed　by　Freas工who　investigated　the　effect　of　the　tensile　stress　fatigue　of
616
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p⑪1yester唱1ass　c1oth　laminates．by　Boller2who　studied　the　tensile　stress
fatigue　of　selected　FRP，by　Tsukizoe　et　a13・4wbo　subjected　polyeste卜glass
cloth　laminates　to　pu1sati㎎te皿si1e1oading　and　by　Wo1f5who　conducted　the
tensi1e　stress　fatigue　of　De王rin．Most　of　these　papers　c◎n；idered　the　effect　of
stress　raisers　on　the　te皿Si1e　stress　fati馴e　of　rigid　p1astics，and　few　papers
re－ate　to　si〕mi1ar　effect　due　to　a1ternating　bending∵
　この論文の目的は　The　purpose　of　this　pape．iS　to　summa．i．e　fi．e　a．ticles
c㎝c・・ni・geffe・tofs汰・・s・・1・…o皿f・tig…t・・㎎thof・i釦pl・・tic・一になり，
研究の目的が「5人の論文を要約した」ことになるので研究論文とはいえな
いo
4．6．2　Summary
　Summaryは二つに大別される。一つは論文全体を要約してものであり，も
う一つはMe皿ora皿dumのような工皿formal・eportで問題点や目的を述べる個所
である。
　前者は，目的と結論を述べるのは当然だが，これに各章（あるいは小見出
し）で述べている主要な課題や要点を加える。つまり，各セクションの要点を
書き加えるだけでよい。細かなデータには触れない。後者は呈読み手を引き付一
けるために，問題点（Prcble皿）を述べ，必要なら背景（B郷㎏rc岬d）から始
める。次にどんな調査（Investig・ti㎝）をしたか（技術上の目的（Technical
pu．poseともいう），そして，書き手の要望（Co皿瓜unication　purpose）は何か
を明確に述べる。どんな文書でも目的を述べないと，読み手は行動がとれない
ので，目的表示は極めて大切な要素である。目的を明示しない人は文書を書く
資格がないとさえ言われている。次に簡単な例文を示す。
　The　new　Fθedw凱ter　Puri蚊1〕uildipg　is　due　for　ccmpletion
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in　Jan1ユary19XX　and　win　invo正ve　the　addition　of　seve1＝a1
new　system苧to　theレlan亡operations．This　win　pose　a　need
for　plant　oPerators，instrument　and　control　technicians，　　　　　一B㏄kgmund
cheInistry，　and　maintenance　person口eI　to　beco㎜e　familiar　　　　　　and
with　and　e∀entua11y　assume　responsibi1ity　for　　　　　　　　　　－　Prob1em
迅pplicab1e　systems岩To血inimize　the　time　spent
i血fa皿iliari易ing　those　invo1▽ed　in　the　oPeraticns，I　am　propos一　一Imes㎡騨価o血
ing　a　Feedwater　Purity　Modification　Training　Session、一Commu㎡6揃on　Pu叩ose
　The　purpose　of　this　report　is　to　explain　to　yOu
the　scope　and　structure　of　the　Proposed　training　and
to　request　aPProval　for　such　a　training　session。　　　　　一Cbmmu皿ic刮価on　Pu正pose
一脇∂舳R加サ㎝｛6〃肋91舳丁26肋伽Doω舳伽，23一
　この英文の初頭からfor　applicable　syste㎜sまでが背景を含む問題点であ
り，To　minimizeからinvo1ved　in　the　operati㎝sまでが技術上の目的であり，
I　am　proposingからTraini㎎Session一までが伝達上の目的である。最後のパ
ラグラフはこれを纏めたものである。The　purpose　of　this　report　is　to　exp1ain
からof　the　proposed　traini㎎までが伝達上の目的だが，ここで終わってしま
うとto　ex曲i皿，つまり，単なる報告書になってしまう。and　to　requestから
最後までが書き手の要望である。
　本稿ではBusiness　andTechnica1Commmicationのなかで，特にTSWを中
心に，その要素と今後の英語教育のあり方を述べた。RPはビジネスで用いる
Memorandumとは書き方や纏め方が異なることがおわかりいただけたと思う。
また，自然科学，生命科学，工学，建築などの分野では，それぞれの文書のス
タイルに明確な違いが見られるが，ここでは各分野に共通の要素を述べたつも
りである。しかし三数学は式や符号，記号が中心となるので文書の性質や纏め
　6ユ8
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方が他の分野と著しく異なることにも心しておくべきである。
　われわれは計り知れないほど英語の勉強に時問を費やしているが，その成果
は上がっているとはいえない。日本人が外国語を習得する能力がないと言い張
る人がいるが果たしてそうだろうか。能力がないのではなく，指導法や教材に
原因があるようだ。大学での英語は数年前までは一般教養の領域に入っていた
が，いつの間にか「総合科目」の中の「英語」に包含して効果を上げようと試
みてい札しかし，一向に効果は上がっていない。これはニュ←ス記事とか
エッセイのような読み物が中心の教材を使って，教師は受信型の教育をしてい
るから生徒は英語に興味を抱かないのである。これは話を聞かされてばかりい
て，こちらが話ができないとストレスが溜まるのと同じ現象で，英語嫌いを
作ってしまっているのである。大学ではESPを中心として，論理構成に的を
絞って発信型の指導をしない限り，日本人は国際杜会における言語の壁を永遠
に打ち破ることはできないだろう。
　高等学校を卒業し，希望に胸を膨らませて大学に入学し，最初に挫折感を抱
かせられるのが総合科目の中の英語の授業であると指摘されて幾久しい。効果
が上がっていないと半性紀以上にも亘って騒ぎ立てられ，教授法やカリキュラ
ムに工夫を凝らしてきたにも係わらず旧態依然なのだ。このような英語教育は
この辺で廃止してみるか，授業数を半分にして，その代わりにESP，つま
り，理工学部ではTechnical　W・iti㎎，商学部ではBusi皿ess　Writi㎎，法学部
ではEnglish　i⑰Law，経済学部ではEnglish　in　Eco皿・皿icsというような，そ
牝ぞれの専門分野に適した英語を諭理的に書き，論理的に読む面を太学一年か
ら指導してみては如何だろう。論理的に書けなければ，論理的に話すことも，
読むこともできないのである。
　杉本良夫ラトローブ大教授は2000年4月！5日の朝日新聞「文化」で「文章を
書くことを目指していれば、そのことを意識して英文を読むというくせがつ
き，読解力が深まる。（中瞭）書く力の鍛錬という昇り道を登り詰めれば，読
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むことなど下り坂を下りるようなものだ。」と述べている。前文部省主任調査
官の小笠原林樹氏から筆者に送られてきた刊行物で氏は「選択肢式では学習者
の本当の実力は見られない。（中略）選択肢式やマークシート式の試験という
ことではTOEFL（やTOEIC）も同じことであって，したがってこれらの試験
で結構いい点をとっても，英語力の実際はたいしたことではないという学生
（や杜会人）を私はなん人も知っている。」『だいあろ一ぐ』（大阪・増進堂刊，
Apri12001）と嘆いておられる。○×式や五択問題の試験（TOE1C；TOEFL）
で点数が上がったといって有頂天になっていては，国際社会で使える英語力は
永久に身に付かないであろう。
　コンピューターを使って英語を指導する傾向も増えているようだが，これは
映画を鑑賞しているようなものだ。先生も楽だし，生徒もノートをとろうとも
しないし，質間には適当に答えている。その場主義で後に何も残らない。英語
の勉強にコンピューターが使いたければ指導者不要で，学習者が独自のぺ一ス
ですればよい。
　IT時代に住むわれわれは，いくら立派な研究をしても，いくら立派な仕事
をしても，いくら立派な考えを抱いていても，書いて発表しない限り誰も認め
てくれないのである。伝達したい内容が複雑になればなるほど「論理的に書け
なければ論理的な英語など語せない」ことに気付く。現在の日本における大学
英語教育を真剣に考えたとき，論理構成を中心にした即戦力となる発信型の
ESPの指導が急務といえよう。　（本稿は1月24日の最終講義の内容を加筆し
たものである。）
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